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要 旨 

概 要 

令和６年度 沼津市市民憲章推進協議会総会を開催します 

お問い合わせ先 

 本会は、沼津市民憲章の精神が市民の生活に融和定着することをはかり、市民の連帯感を深

め、明るい郷土をつくることを目的としています。 

総会では、市民憲章の賞の表彰式、沼津市民憲章制定５０周年記念事業報告、沼津市歌斉唱

を行います。また、併せて、フリーアナウンサーでウェルビーイングナビゲーターでもある石島さ

わか氏による講演会を開催します。 

 

１ 日 時   令和６年５月３０日（木） 13時30分～16時00分 

２ 場 所   沼津市民文化センター２階 大会議室（沼津市御幸町１５-１） 

３ 総会の内容 ・市民憲章唱和 

・来賓祝辞（沼津市長、沼津市議会副議長） 

 ・市民憲章の賞 表彰式（４名・１団体） 

                杉山武、岡田好行、前田興記、大嶽正泰、飛龍高校男子ソフトボール部 

（敬称省略）   ※詳細は別添資料参照 

              ・沼津市民憲章制定50周年記念事業報告、沼津市歌斉唱 

4 講演会概要  演題：「幸せのヒント～ウェルビーイングって何？～」 

               講師：フリーアナウンサー/ウェルビーイングナビゲーター 

/石島さわか氏 

 講師紹介：静岡放送SBSラジオでパーソナリティを 

１８年半務めた。現在、コースト FMの 

新番組「Radio Cruise」を担当する傍ら 

講演会講師など幅広く活躍中。 

                       

沼津市市民憲章推進協議会事務局（沼津市役所政策推進部地域自治課） 

直通：０５５－９３４－４８０７  

 



令和6年度 市民憲章表彰者一覧

NO 団体or個人名 表彰概要

1 杉山　武さん
（すぎやま　たけし さん）

杉山さんは、10年以上、小学生が安全に下校できるよう、交差点などでの旗振りの実施
や、防災訓練を実施する際の中学校の開放を担当されています。また、子ども達の通学路
にあった危険な側溝を改善するなど、安全な通学路の実現にご尽力されたほか、香貫山山
麓西側道路に面する植栽を長年管理するなど、地区の方が、安全に安心して過ごせるよ
う、地域で広く活動を続けておられます。
これからも、子ども達が、ケガが無いよう、毎日見守っていきたいと考えておられます。

2 岡田　好行さん
（おかだ よしゆき さん）

岡田さんは、地域の自治会長を務められたのち、現在は沼津市老人クラブ連合会の支部長
として活動しておられるほか、中でも、運動や健康維持のために始めたグラウンドゴルフ
については、10年近く、地域の方と一緒に、週４日程度実施しておられ、まとめ役として
運営に携わるほか、秋には大会を開催されるなどの活動を継続されています。
　岡田さんが実施しているグラウンドゴルフは、いつでも、自由に参加でき、ルールを柔
軟に捉えるなど、なるべく参加しやすくすることを心掛けており、行けば誰かに会えると
いった、地域のつながりとなっています。
ご自身も大好きなグラウンドゴルフを、今後も楽しんでやることをモットーに、これから
も地域で活動を続けていきたいと考えておられます。

3 前田　興記さん
（まえだ　こうき　さん）

前田さんは、今から40年ほど前から「桃里ばやし」に携わりはじめ、長年に渡り、「桃里
ばやし」の会長として活動するなど、地域の子どもたちへのしゃぎりの指導や、後継者の
育成をされてこられました。
　地域のお祭りや、沼津夏まつりなどに、子どもたちと一緒に参加されたほか、地域の小
学校の記念行事の際には、しゃぎり名人として指導を依頼されるなど、子どもたちのため
に、活動されてこられました。子どもたちからの御礼の手紙を大事になさっており、「桃
里ばやし」が、子どもたちの地元への愛着や郷土愛に、繋がってくれていたら嬉しいです
とおっしゃっていました。

4
大嶽　正泰さん
（おおたけ しょうたい さん）

大嶽さんは、門池公園付近の道路・公園及び緑地など、「ぬまづまちピカ隊」として、ご
み拾いや花壇の手入れ、除草などの環境美化活動に10年間取組み、現在も活動を継続され
ています。
　当初座禅会からはじまった活動は、現在では、中学校や自治会とともに年に数回実施さ
れています。
　また、令和４年から「三明寺こども食堂」を設置し、同じ門池地区にあるRAI4GATE（ラ
イヨンゲート）の協力のもと、ひとり親のご家庭にカレー弁当の配布を行い、こどもの居
場所づくり事業に貢献されています。
この活動に共感し寄附してくださる方や、野菜やお米を持参してくださる方もおり、地域
の輪が広がっていることを実感されています。子どもたちは、最初は尻込みしていた様子
でしたが、活動を継続していくと、明るい表情で“ありがとう”と言ってくれ、その変化
が見てとれ、うれしかったと、おっしゃっていました。困ったひとに、すぐに手を差し伸
べるのは、被災地支援でも同じことで、これからも継続していきたいと考えておられま
す。

5

飛龍高校 男子ソフトボール部
のみなさん
（ひりゅうこうこう だんしそふ
とぼーるぶのみなさん）

飛龍高校の男子ソフトボール部員のみなさんは、３年程前から朝練習のない月曜日の朝７
時30分から40分程度、部員30名全員で清掃活動を行っていらっしゃいます。最初は校舎内
だけでしたが、一年程前から学校の外周を清掃するようになられました。
　この清掃活動において、ゴミに気づき自ら拾うという意識が芽生え、清掃活動中に地域
の方々から声をかけていただくことで、部全体で喜びを分かち合い、清掃活動の意義を認
識したことが、部員のみなさんにとっての一番の成長であるとおっしゃっていました。こ
れからも地域に貢献するだけではなく、部員一人ひとりが自ら成長していくよう、活動を
継続していきたいと考えておられます。


